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講評

本事業はコロナ禍においても、事業の目標達成度が当初の
目標値を上回る実績を上げており、高く評価できます。

また、行政と共働で事業を行うことで、社会的信用が得ら
れ、公民連携で社会課題の解決につなげている好事例に
なっています。

食品ロス削減だけでなく、コロナ禍における物価高など社会
情勢に最も影響を受けやすい弱者支援としても重要な取り
組みであり、事業の分析をもとに行動指針を策定するなど、
体系的かつ持続的な活動に期待できます。

令和４年度の状況 共働の成果を活かしそれぞれが実施

　Ａ：共働の取組、事業の成果が優れている
　Ｂ：共働の取組、事業の成果がやや優れている
　Ｃ：共働の取組、事業の成果ともにどちらでもない
　Ｄ：共働の取組、事業の成果ともに努力が必要である
　Ｅ：共働の取組、事業の成果ともに不十分で、一層の努力が必要である

評価項

事業名


	【別紙1】最終評価結果（おさかなレンジャー）
	通知用

	【別紙1】最終評価結果（フードバンク）
	【別紙1】最終評価結果（まちなか里山）



